
1 月 11 日（水）に、3 年生から 6 年生による「書き初め会」を実施しま

した。昨年度に続いて今年度も、講師として温泉津町書道教育連盟の○○

○○先生をお迎えし、書き初めのご指導をいただきました。○○先生は、

本年度も事前に子ども達一人一人にお手本を書いてくださいました。しか

も、子ども達自身の名前入りの手本です。先生に深く感謝しております。

子ども達は、手本を見ながら、心

をこめて一生懸命に筆を動かしてい

ました。講師の先生のアドバイスで、

子ども達はどんどんと上手になって

いきました。

子ども達には、○○先生のお手本の

字や当日に実際に書いていただいた字から、自分もこのような字を書きたいという強い思

いがありました。ですから、書き初め会終了の時間がきても、まだまだ書きたいという声

がたくさん聞かれ、子ども達の意欲が高まっていき、うれしく思いました。

翌日、3 年生から 6 年生の書き初めの作品と、1 年生 2 年生が書き方の時間に仕上げた

作品を掲示して、「校内書き初め展」（1 月 13 日から 17 日）を実施しました。子ども達の

作品を鑑賞していると、子ども達の書き初めに対する意欲が伝わってくるようでした。
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1 月 13 日（金）に、富民会の皆様にお世話になり、日本の伝統的な

行事である「とんど焼き」に参加させていただきました。前日までの

準備や当日の準備や進行等、富民会の皆様のご尽力に対しまして厚く

御礼申し上げます。

日本では、昔から大きな火をたくことは「魔よけ」になると言われ

ていますが、当日の火の迫力はすばらしく、まさに魔よけの火である

と思いました。火は天に向かって燃え上がっていき、今年の干支の辰

が天へ昇っていくように見え、子ども達から驚きの声があがりました。

この火のように、子ども達の新年の決意や願いが、天へ届くといいな

と思いました。

また、餅つきもさせていただ

き、その餅を「とんど焼き」の火で焼いていただ

きました。この火で焼いた餅などをいただくと無

病息災でこの年を過ごせると言われています。子

ども達が健康で元気にこの 1 年を過ごせますよう

に願っております。

本年も大声大会を実施して、子ども達も私達職

員も大声で「新年の抱負」を発表しました。校庭に集まっておられる方々の前で大きな声

を出すことは勇気がいりますし、緊張を乗り越えなくてはなりません。何より、この場で

新年の抱負を発表するのは、「自分の目標を実行に結びつけます。」とたくさんの人の前

で約束したようなものですので、子ども達は真剣に自分の目標に向かって努力していくと

思います。私達職員も自分の目標を果たすべく努力をしていきたいと思います。

すばらしい行事に参加させていただき、感謝の気持ちでいっぱいです。この経験は、子

ども達の心に一生残るふるさとの大切な思い出になると思います。

【力を合わせて｢もちつき｣】

【つきたてのおいしい｢おもち｣】 【次は、焼いた｢おもち｣】

【ﾌﾚｰ!ﾌﾚｰ! 元気いっぱい｢大声大会｣】


